












候補である Dclk1 の意義を検証した。K19-C2mE; Dclk1-CreERT2; Rosa26-R マウスの過形成
胃粘膜にはDclk1陽性細胞が著明に増加していたが、子孫細胞を供給しなかった。これにより、
胃では非がん部のDclk1陽性細胞は幹細胞性を示さないこと、プロスタグランジンE2がDclk1
の発現を誘導することが明らかになった。K19-Wnt1/C2mE; Dclk1-CreERT2; Rosa26-R マウ
スの解析は生後 50 週以降で行うため、2013 年春に解析を予定する。さらにマウス消化管粘膜
から Dclk1 陽性細胞をソーティングし、cDNA アレイを行った。その結果、Dclk1 陽性細胞に
はプロスタグランジン合成酵素の他、ロイコトリエン合成酵素も高発現していることが明らか
となった。また、Dclk1 C 末端蛋白に対するモノクローナル抗体樹立のためにマウス免疫を進
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